
北海道室蘭聾学校長 二階堂 洋 子

令和５年度（2023年度）北海道室蘭聾学校部活動に係る活動方針

１ 活動方針策定の趣旨等

(1) 「北海道の部活動の在り方に関する方針」及び「道立学校に係る部活動の方針 （平成31年２」

月28日付け教環第831号通知）に基づき、本校における部活動に係る活動方針を策定する。

(2) 部活動の実施にあたり、生徒の学校生活等への影響を考慮し、休養日や活動時間を設定し、け

がの防止や心身のリフレッシュを図る。また、障がいのない生徒等との交流により、将来の自立

と社会参加にむけた心身の発達に寄与する。

(3) 学校における働き方改革「北海道アクション・プラン」に則り、教師の部活動指導における負

担が過度にならないよう配慮し、部活動が持続できるよう効率的・効果的に行うものとする。

(4) 部活動は、生徒の自主性、自発性を尊重し、部活動への参加を義務づけたり、活動を強制しな

いものとする。

２ 運営のための体制整備

(1) 今年度設置する部活動

(2) 部活動に係る相談・要望の窓口

連絡先 〒050-0071 室蘭市水元町56番地24 TEL:0143-44-1221 FAX:0143-44-1208

担当：教頭 田 中 康 崇

(3) 年間の活動計画、毎月の活動計画及び活動実績の作成・提出について

ア 部活動顧問は、年間の活動計画(活動日、休養日及び参加予定大会日程等)並びに毎月の活動

計画及び活動実績(活動日時・場所、休養日及び大会参加日等)を作成し、校長に提出する。

イ 部活動顧問は、毎月の活動計画にある活動の開始及び終了時間を遵守するとともに、計画を

変更する場合は、校長の承認を得る。

ウ 校長は、各部活動の年間の活動計画、毎月の活動計画及び活動実績等をもとに、教師や生徒

の負担が過度とならないよう必要に応じて指導・改善を行う。

エ 部活動顧問は、年間及び毎月の活動計画、活動全般及び大会出場等に要する経費等に係る資

料を保護者に提示する。

(4) 運営に係る体制について

ア 生徒の希望に基づき、生徒や教師の数を踏まえ、部活動顧問の専門性、生徒の安全確保、教

師の長時間勤務の解消等の観点から持続可能で適正な数の部を設置する。

イ 部活動顧問の決定にあたっては、部活動ごとに複数の顧問を配置し命課する。

ウ 生徒指導の視点に立った部活動運営を行い、学校全体に開かれたものとするよう、部活動の

活動状況や生徒の状況等を全教職員に対して周知する。

、「 」エ 校長は 学校における働き方改革に関する緊急対策(平成29年12月26日文部科学大臣決定)

及び「学校における働き方改革に関する緊急対策の策定並びに学校における業務改善及び勤務

時間管理等に係る取組の徹底について(平成30年２月９日付け29文科初第1437号)」を踏まえ、

部活動指導における勤務時間管理等を行う。



(5) 運営に係る費用について

（ ） 、 。 、 、私費会計 室蘭聾学校振興会会計 から支出し 校長が決定する また 支出の性質を考慮し

必要に応じて当該保護者から必要分を徴収する。

３ 効率的・効果的な活動推進のための取組

部活動顧問は部活動の実施において、生徒の心身の健康管理(体調変化、気象条件や気温、湿度

などの環境の変化に留意する)、事故防止(活動場所における施設・設備の点検や活動における安全

対策等)及び体罰、不適切な指導、ハラスメントの根絶を徹底する。

(1) スポーツ系部活動における指導

運動部顧問は、次のとおり生徒に対する指導を適切に行う。

ア スポーツ医・科学の見地からは、トレーニング効果を得るために休養を適切に取ることが必

要であること。

イ 過度の練習がスポーツ障害・外傷のリスクを高め、必ずしも体力・運動能力の向上につなが

らないこと等を正しく理解すること。

ウ 生徒の体力の向上や、生涯を通じてスポーツに親しむ基礎を培うことができるよう、生徒と

コミュニケーションを十分に図ること。

エ 生徒が技能や記録の向上等、それぞれの目標を達成できるよう、競技種目の特性等を踏まえ

たトレーニングを導入し、休養を適切に取りつつ短時間で効果が得られる指導を行うこと。

オ 保健体育担当教師や養護教諭等と連携・協力し、障がいの特性や発達の個人差、成長期にお

ける体と心の状態等に関する正しい知識に基づく指導を行うこと。

(2) 文化系部活動における適切な指導

文化系顧問は、次のとおり生徒に対する指導を適切に行う。

ア 生徒の健全な成長の確保の観点から、休養を適切に取ることが必要であること。

イ 生徒の芸術文化等の能力向上や、生涯を通じて芸術文化等の活動に親しむ基礎を培うことが

できるよう指導すること。

ウ 専門的知見を有する教師と連携・協力し、障がいの特性や発達の個人差や成長期における体

と心の状態等に関する正しい知識に基づく指導を行うこと。

４ 適切な休養日等の設定について

(1) 休養日の設定

ア 週あたり２日以上の休養日を設ける。

課業日は必ず１日以上を休養日とし、原則として休日及び祝日は休養日とする。

イ 休日又は祝日に大会参加等で活動した場合は、休養日を他の日に振り替える。

ウ 学校閉庁日は原則休養日とする。

(2) 活動時間の設定

ア １日の活動時間について、平日は２時間程度、休業日は３時間程度とし、１週間の活動時間

は、11時間以下とする。

イ 大会、試合等の前で、休日、祝日にやむを得ず活動を行う場合は、校長と協議し決定する。



ウ 学校所在地又は活動を行う予定の地域に、気象庁の高温注意情報が発せられた時間帯は、原

則として活動を行わない。

５ 生徒のニーズを踏まえた部活動の整備

(1) 部活動の設置、廃止

ア 生徒の希望に基づき、生徒や教師の数（指導者数）を踏まえ、部活動顧問の専門性等を考慮

して設置する。

イ 毎年、部活動の設置、廃止について協議する。

(2) 合同練習

合同練習などを行う場合は、事前に校長と協議し、保護者の承諾を得るものとする。

６ 大会等への参加について

、 、 。年間活動計画に示された大会への参加を原則とし それ以外の参加については 校長と協議する

７ 部活動の充実に向けて

(1) 部活動指導の充実を図る取組

部活動の教育的意義を全教職員が共通理解し、効果的に部活動指導を行う。

(2) 部活動顧問と生徒の信頼関係づくり

部活動顧問は次のとおり適切な指導を行う。

ア 指導の目的、技能等の向上や生徒の心身の発達のために適切な指導の内容や方法であること

等を生徒に理解させた上で取り組ませるなど、部活動顧問と生徒の両者の信頼関係づくりに努

めること。

イ 部活動指導にあたっては、生徒の人間性や人格の尊厳を損ねたり、否定したりするような発

言や行為をしないこと。

(3) 部活動における集団づくり

部活動内においては、生徒が互いに障がいの特性等を認め合い、暴力やいじめ等の防止を含め

た適切な集団づくりを行うこと。

(4) 家庭や地域との連携を図る取組

保護者の部活動への理解を深め、学校と家庭が連携しながら部活動指導に取り組めるよう環境

づくりに努める。

令和５年（2023年）４月８日施行


